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Ⅰ　社会保険労務士の専門性

1.　社会保険労務士制度の意義

　　労働・社会保険関係法規に通暁し、適切な労務指導を行い
得る専門家としての制度

2.　社会保険労務士の主要業務

　（1）中小零細企業の労務管理の指導

　（2）中小零細企業における労使間のトラブルの発生防止

3.　専門性の発揮

　（例）労使紛争の予防・解決、過労死問題の解決、第三者行

　　　為災害の処理
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Ⅱ　ＡＤＲにおける
　　社会保険労務士の役割

1.　労務管理の専門家としての役割

（1）個別労働紛争、集団的労働紛争、女性労働問題をも含む

　　職場の労働問題の解決

（2）社会保険労務士以外の者では解決できない雇用、年金問

　　題等専門性の高い事件への対処

2.　労使に身近で、信頼の厚い社会保険労務士の役割

　　公正な立場で、労使との対話による個別労使紛争等の早期
解決
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Ⅲ　ＡＤＲに関する
　　社会保険労務士の要望

1.　社会保険労務士業務としてのＡＤＲの実施
（1）社会保険労務士自らがあっせん人、調停人等となって
　　行うＡＤＲの実施
（2）ＡＤＲ機関（民事調停、労働調停等）への委員、代理
　　人等としての参画
2　弁護士法第72条の見直し
　　社会保険労務士自らがあっせん人、調停人等となって行
うＡＤＲの実施のための鑑定、代理、和解等の法律事務の
開放
3.　社会保険労務士会が設置する総合労働相談所のＡＤＲ機
関としての認知
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